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I はじめに
ブラジノレ北東部 (ノノレテ‘ステ)は， ブラジノレ最大の半乾燥地域を有しており， )i引VJ的に繰り返さ
れる卒越は， その自然・社会・経済・文化に大きな影響を与え続けてきた.ポノレトプjノレ人の入組後に
おける最初の早~誌は 1583 年にベノレナンブコで記録されており，その後， 17世紀に 61互1， 18世紀に14
白， 19世紀に12@，今i止紀に入ってすでに121到の平総が記録されている1) 178i:¥三の皐魁の際にはセ
アラにおいて家畜の 8分の 7が死滅し， 1877年から1880年まで、の大早魁|時には，早魁地域にj舌佐して
いた 175万人の人口の半数以上が餓死あるいは病死したという.さらに， ケイロスが「卒腿(キンゼ
; 15年)Jという小説2)のにiコで、生々しく描写した1915年の早魁は，セアラで2.7万人の死者をだしま
た，主にゴムブームにわくアマソゃン地域へ7.5万人に及ぶ人口流出を招いためほど，越による被害
は深刻であった. ブラジルで、最も長い居住の陛史を有するノノレデステは，かくしてブラジノレ最大の貧
困j也'市であり人!二i流出地域をなしてきた.
こうした頻発する早魁に対処するために， 1909fl三には卒位対策路告局 (Inspetoriade Obras Contra 
as Secas， 10CS)が誕生した. これは1919年に迎邦卒越対策!HS:皆同 (1nspetoriaFederal de Obras 
Contra as Secas， 1FOCS)へ， 1945年には現在の国家早魁対策局 (DepartamentoNacional de Obras 
Contra as Secas， DNOCS)へと組織がえされた. DNOCSによる地収開発卒業の重要な部分をなす
のは， ノノレデステに夕刊ムを建設しそのj貯水池の水を利用して数料水や慌政府水を確保することであ
る. この様瓶事業は，早魁に際して他地域への流出を強し、られるような人々に仕事を捉供することに
よって農村人j二!の安定化をはかり，炭産物の増収により農村の貧困問題を解決するとともに食糧供給
力を拡大するといった， 3つの基木(/サiヨ楳を有するものであっため. つまり， 天候に左右される牧畜
とおi;作と I~\ 給農業に特徴づけられてきた伝統的農業から，安定性のある生産性の高し、 jr8業的操業へ脱
却することが， この潜瓶事業のねらいである.
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一方， こうした開発事業を;苛政的に援助する連邦機関として， 1952年にはブラジノレ北東部銀行
(Banco do Nordeste do Brasil， BNB) が設立され，地域全体を行ー政I~ゅに統括する機関として， 1959年
には北東部開発庁 (Superintendenciado Desenvolvimento do Nordeste， SUDENE)が発足した.
また， サンフランシスコ川流域の総合I~告発を目的とした機関としてサンフランシスコ )11 流!或開発局
(Companhia de Desenvolvimento do Vale do Sao Francisco， CODEVASF)があり，これは1948年
に設立されたサンフランシスコJ1流域委員会(Commissaodo Vale do Sao Francisco， CVSめから発
展ーしたものである. 早j訟の被害を受けやすいこの半乾燥地域は， ブラジノレ政府によって「皐魁の多
角形地:許 Poligonodas SecasJとして認識されており 5)，その面積は日本の国土の 2.6倍の10075km2 
Vこ及んでいる.
少量であてにならない降雨に依存せざるをえないこの半乾燥地域において擢獄事業の推進のため
に，DNOCSはダムおよびアスーデ oち1水池・湖〉の設を進めてきた.それらは， 1981年末までに，
セアラナト162， リオグランデド‘ノノレテ丹、15仏パライパ州38，ベノレナンブコ州32，パイアナ1'132，アラゴア
スナ1'[24，ピアウイ州12，セノレジベナト11というように， ノノレデステ全体で合計261のダムが建設され3
アスーデの総貯水能力は123億 n1に及んだの. これらの中には， ソブラジーニョ Sobradinhoやオ lコ
スOrosのような超大規模のアスーデもあるが，パライパナ1'のアスーデは，第 1表に示したように，
その貯水能力によって 2億d以上の大規模アスーデ， 1000'"'-'5000万Idの中規模アスーデ， 1000万1f以
下の小規模アスーデの 3種類に大きく分類される.大規模アスーデは主要河川を堰止めて建設された
ものであり，中小規模のアスーデは一般に都市やi可の周辺に存在する. これらのアスーデに加え， 日
本の潟池に相当する 100万1t1、下のアスーデが数多くみられる.これらは家畜の飲水のためにファゼ
ンター内に造られたものが最も多く，次いで道路建設に伴う道路j協のアスーデ》および集落近くの共同
アスーデカLある.
ザスーデの機能と利用は多様でドあり複雑である.例えば，大規模アスーデであるエンジェニェイロ
アピドス EngenheiroA vidosは，ソウザ Souzaの都市潟水および穣概用水源であるアスーデ・サソ
ゴンサ lコSaoGoncaloの調整池となっている. アスーデは飲料水の供給源として重要であるが3 ソ
レダーデ Soledadeの住民は飲料水源としてアスーデ・ソレダーデを使わず，北西部の小さなアスー
デを使っている.パトス Patos盆地のジャトパ Jatoba，スメ Sun1とサンタノレジア SantaRuzia 
リアショサントアゾトニオ RiachoSanto AntonioのようなJ=!::t小規模のアスー デは3 早)越等の非常時
に7Jくが得られるという安心J惑を住民に与えることで重要である. ソレダーデの海老3 タベロアのツグ
ナレの養殖で知られているように，アスープの内水面?魚、業も重要である.アスーデはまずこ洗濯場であ
ち，家畜用の水源としても利用される.乾季と下旬季の水位差を活用したアスーデの縁のパザンテ農業
が伝統的に行われてきたが7)，近年揚水機の普及により港政農業の発達が自覚ましい.
本稿では，発電所も併設されている大規模なアスーデであるボケロンを取り上げ，そのアスープの
水を活用した潜税農業の実態と土地利用方式を明らかにしたい.超大型アスーデであるサンフランシ
スコ)1 [のソブラジーニョや中小規模のアスーデのj桂成農業については， ;ij!J稿に認めたい.
ボケ Iコン・ダムは， パライパナト|のi中心河川であるパライパ )1本流の中流音!日こ， DNOCS によって
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第 1表 ノミライパ)+¥におけるアスー デの分類
発電
f晶ite 飲料水 内7J<:保観M!iit光尭世分}立! アースデ名 lTi'7JくZ0I1if 5路揚ポ水ン者附 1W]人家畜業面if! 調iJt:7節K 主Jj主 体業(1， 001;') 
プ
大)Mj児 Coremas 1942 720，000 。。 。 。。。。DNOCS 
Mae D' Agua 1956 638，000 。 。。 。 。DNOCS 
(広Jp()BOCjueirao 1956 536，000 。。。。 。。。。DNOCS 
Engenheiro A vidos 1936 255，000 。 。DNOCS 
1¥ Jl史 Sao Goncalo 1936 44，600 
。。 。 。。。 DNOCS 
Sume 1962 36， 800 。 。 。。 DNOCS 
(者1，¥i)Eng. Arco Verde 1936 35，000 。 。 DNOCS 
Soledacle 1933 27，058 。。 DNOCS 
}atoba 1 1954 17，520 。 。 。。 。DNOCS 
Santa Luzia 1933 1，960 。 。 DNOCS 
Taperoa 1980 。。 。。 。Canaa 
小ARi史 Lagoa de Meio 1955 6，648 
。 DNOCS 
I<iacho de S. Antonio 1956 6，834 。 。。 DNOCS 
(11!T) Serra Branca 1966 2，117 
。 。。 DNOCS 
Pocos; Teixeil♂a 1923/53 2，000 。。 。 DNOCS 
Boclocongo 1915 1， 020 。 DNOCS 
Sao Francisco 1984 9，000 。 。 Canaa 
(村) Jj~今 I :lJアスーデ 1930~ 。。。 ノ1、ニ !司
g;):場 F'~ のアスーデ 1950~ 。。 íI~1 入
道路!協アスーデ 1970~ 。。。 :11ニ i司
DNOCS (1982)および野外観察， ¥'mき取りによる.
1951年に建設が開始され1956年に完成したロックフィノレ夕、、ムである. 夕、、ム上の12高は 378m，その;ダ
ム高は55.7m， J庁水能力は 5億3600万1fでδ)， その!昨水量は我が国の相模湖のほぼ3倍に相当する.
乾季と雨季との!1司には2"-'3111の水位差があるものの， 年間を通して充分なJt-i'水量が確保されてい
る.集中豪雨による洪水!時には，ダムの南側(右岸)に建設された二本の放水路(サングラドウロ，
Sangradouro)によって溢流される.
アスーデ・ボケロ、ノは}]IJ:7=1iエスタシオ・ベッソア公共貯水池j と呼ばれるように， DNOCSが公
共利用を目的として建設したものであり，従ってその水および水面はさまざまな目的に使用されてい
る.つまり， アスーデの水はj事政用水として利用されるばかりでなく，地元ボケロン，ケマダス，そ
して特にカンピナグランデといった近隣諸都市の重要な生活用水源となっている.また，漁業権は存
在しないため，小規模ながらも 1~11j:1 に漁業が行われており， テラピア， ベスカダ， トライラ， ピア
ウ， エピーなどが投締で、捕獲されている(第 l表参照)• 
ダムには二本の放水管が穿たれ，水位にj芯じてノミライパ)1へ放流されている. ここには魚料理をだ
すレストランがあり，河床にはプールが設けh られているため，週末には水浴びや)1遊びを楽しむ人々
でごった返す.速くレシーフェなどの海岸の大都市からやってくる観光客もみられた.一方，アスー
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デに浮かぶ島々は， カンピナグランデなどの大者I)fljに住む硲福な人々の別荘地としても知られる. 夕、
ムからは，湖岸に建設中のホテノレを遠く望むことができた.週末には船遊びをする人々の姿も少なく
ないので，アスーデ・ボケロンは， レクレーション地域としての機能を拡大しつつあるといえる. ブ
ラジノレ観光協会 (EMBRATUR)の行った観光地域の確定においても，ボケロンは， 水遊びと魚釣り
を仁iコ心とした潜在的観光地と評価されている9)
E 調査地域の概観
大規模アスーデを利用した擢蹴農業の実態、を杷握するために， 1988年10月213から 1週間にわたっ
て，港政農業を中心とするポケロン1:¥"1;の農牧業について現地調査を行った.ポケ lコンは，パライパナト|
にiコ南部， パライバチト|中流部に位置するムニ γピオ(以下，と記す)であり， ソずナ夕、、マタ Zona
da JVlata， アグレステ Agreste，セノレトン Sertaoという伝統的地域区分10)に従えば2 セノレトン東端
部の南東部を占める.南東はウンブゼイロ Umbuzeiro，東はア iコエイラス Aroeiras，北東はケマタ
ス Queimadas，ゴヒはカンピナグランデ CampinaGrande，西はカパセイラス Cabaceirasとノくハデ
サンミゲノレ Barrade Sao Miguelの各都に隣接し， また南端部はベノレナンブコとのナ1'1境をなす(第
1図).ポケ lコンは 1959年にカパセイラスから分14H独立した郡であり，その面積は1，257krn2で，
ライバナHではポンパノレ Pombalおよびソウザ Sousaに次ぐ規模を持つ. ~5l~の中心部市は， {flsJ或の北
西部に位置するボケロンで， 州都であるジョアンベソア JoaoPessoaの西南西 150kl11，また第2の
都市カンピナグランデの南西40kmに位置する.
この地域はボノレボレマ台地上に位置し，平均襟高は 400m1w後である.ボケロン・ダムの建設以前
は，グノレジャンJIRio Gurjaoやソレダーデ)1 Rio Soledadeの水を集めて南東流するタベロア)1Rio“ 
Taperoaと，北東流するパライパ川本流とがカノミセイラスの南で合流し北側のファコン山地Serra
do Fac互o(590m)と南側のカノレノイオ山地 SerraCarnoio (714m)に挟まれたi挟谷がjf手成されており，
i挟谷や河口を意味する「ボケ 1コンjをいうポノレトガノレ語は，本来この地域を指して月弘、られたものであ
った11) ポケロン・ダムの下流には，地質構造に合わせ東西に走るカトクリテUJj也(Serrado Caturite， 
806m) とイナシオベレイラiJj地 (Serralnacio Pereira， 708m) との間をパライパ)1は流下する.
年11母降水量は約400~60011lmで，年による変動が著しい.センサス統計区で、は，本1:iISがミクロリージ
ョンのカリリスベーリョス CaririsVelhosに， メソリージョンのセノレトンパライパノ SertaoPa-
railコanoに区分されているように12)，パライバナ1'でも最も乾燥する地域の一つである.一般に 3月か
ら8月が雨季で， 9)きから 2月までが乾季となる.乾燥した偏東風は，気温が高い割には冷涼J惑を与
えてくれる.植生をみると， ファシェイロ Facheiro，マンダカノレ-Mandacaruなどのサボテン類
とジュレマ Juremaなどのセノレトンに典型的なカーチンガ植生が卓越するが， それらはサンジョア
ンドカリリのカーチンガほどは媛小化していない.
この地域にいわゆるシビリザドス(四臥:I~Iサ文明)が最初に到達したのは17世紀中頃のことであり，
パイアのパンデイランテス(討伐!数)であるアントニオ・デ・オリベイラ Antoniode Oliveiraが，
ポケ iコンにピラ Vilaを建設している.その後，開発の当初から交流が密接であったベノレナンプコ片l
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から宣教師が入り，礼拝堂を設けた・ この伝導所はパライパ川のセノレトンでは最初のものであり，ボ
ケロンのクリスマスミサには，内陸のピラニャスやピアンコの住民までが301GB以上も旅をして参加|
したという.この道は，セノレトンから海岸部の大都市へ牛をi陥送するキャトノレトレイノレでもあった13)
部の人口は， 1960年には19，600，1970年には26，307を数えたが， 1980年の人口センサスによれば，
総人口は30，251であり，人口密度は1km2あたり約24人であった. アスーデ直下の中心部市ボケロン
に郡役所が置かれており，第2のIHJリアショデサントアントニオ Riachode Santo Antonioととも
に，周辺の河川のバノレゼアに常緑のアウガローパ Algarobaが植えられているため， カーチンガに浮
かぶオアシス都市の観を与える. まずこ， ボドコンゴ Bodocongo，サンタナ Santana， アウカンチノレ
Alcantil，カトクリテ Caturite， リアショグランデ RiachoGrandeなどのIlfJが部内にみられ， 住民
の精神的支柱である教会と雑貨屋のある路村形態をとっている.その地の小規模な集落も，路村形態、
が一般的である.
カンピナグランデとベノレナンブコ升!のカノレアノレーとを結ぶ国道104号線が郡内を南北に横切ってお
り， またボケロンは舗装された川道148号線によってカパセイラスやケマダスと結ばれ3 カンピナグ
ランデに通じている. この国道沿いには，ボドコンゴのほかに，交差点にガソリンスタンドや食堂を
有するガメレイラ Gameleiraやパハデアロエイラス Barrade AroeirasのようなfI!Jが立地しこれ
らは道路交通に依存しながら町に成長しつつある.
ボケロ、ノ~5'15経済の中心は牧畜であり，また木稿で、詳述するように近年港政農業の進展が著しいが，
これに加えて， ボケロンの都市部を中心にハンモック製造の家内工業も農村工業として， 多くみら
れ，ハンモックを織る音がIUJの至るところから聞こえてくる. 1970年代中頃の文献には，ハンモック
家内工業は20軒を数えるとあるが14)，農業改良普及所 (EMATER)の技術指導員によれば， 今iヨ150
から20IFほどの製造業者が存在するという.
直 ボケロン郡の農牧業
1I-1 農業経営規模
と土地利用の全体像を把壊するために，統計を中心にポケロン君r)域における;農業の概要を検討
してみたい.まず土地所有状況を農業センサスで、規模別にみたのが第2表である.農地所有者総数は
1， 990，総面積は9.6万haで、あるので，一経営体あたりの土地所有面積は平均48haとなる しかし，全
体的にはこの規模を下回る農家が大部分を占める.すなわち， 50ha未満の規模の所有者数は1，589で
全体の80%を占めるが， これらが所有する面積は全体の20%に過ぎない. このうち， 10，._50加の中間
規模の所有者数は全体の34%を占めており， 10ha未満の小規模所有者は46%に達する.また 1，._5 hα 
規模の零細農家は全体の28%に及んでいるが，面積では1.6%を占めるに過ぎない.
一方， 10hα以上の比較的大規模な所有者は全体の 10%程度存在するに過ぎないが， 面積では65%
を占有する. しかしながら，セノレトンに特有の1，OOhα以上の大ファゼンダは，全所有者の0.6%，全
面積の19%にとどまっている.つまり，パライパ)1上流部に位置し，セノレトンの典型的な牧場地時で
あるサンジョアンドカリりでは， 1， 001α以上の大規模所有者は数で、2%余りであるが， これらは函
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ボケロン郡における規模別土地所有者数と
間ら詰IJ合 (1980年)
第2表ポケ 1コンまた，積で37%を占める 15)
アグレステのづ¥より -I~lftE m~vこ位置し，
土地所有者数
人(が)
務
(%) 
0.0 
1.6 
2.6 
4.6 
11. 6 
14.4 
17幽0
18.2 
11. 1 
15.8 
3. 1 
? ? ?
?
?
9 
1， 538 
2，441 
4，441 
11， 139 
13， 753 
16， 270 
17，456 
10， 628 
15，179 
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二|j虫月;有状このようにボケ iコンは，
セノレトンの大規模牧畜況からλιても，
j也子ij:とアグレステの小出荷;との河野移
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ノミライパ)1 いる地j或といえよう.
に河};jくから主自に延びるアベ lコイス
Avelosの生けj日が残存することから
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アグレステの色彩を長観的に認め
?
IBGE: Censo Agropecuario， Parailコa，1980. 
ることヵ:で、きる 17)
農場所有者，所在地，国積等が詳しく記載されている INCRAの最も新しい農家台帳(1988次に，
センサス統計より多い経営者の居住地を経営規模別に集計してみたのが第 3表である.ヵ、ら，年〉
規j英男IJ居住地日IJ農業経営者数 (1988年)
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3， 126 
( c)
522 10 
Aroeiras， Cabaceiras， Queimadas， Umbuzeiro (以上ノミライパナト1)， 
Taquaritinga do Norte， Ver凋tentesCJ;Uニペノレナンフ、コj十1). 
Barra de Sao Miguel， Fagundes (以上パライノサ十1)， 
Limoeiro， Santa Cruz do Capibaribe， Santa Maria do Cambuca (以上ベルナンブコ升1).
Bananeiras， Jerico， Lagoa de Dentro (以上ノ〈ライノザト1)， 
Condado， 1bo (J以」二ペルナンブコ州、1). 
(d) Rio de Janeiro， Sao Paulo， Campinas. 
INCRA 農家台帳 (1988)による.
6 10 10 10 17 8 120 2，413 
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3， 126に及ぶ全民Jおから小川分を|徐いた 2，604Hさ j坊の 11 I で ;I~ う iコンl\I~I}~Hこ j百 tì:する K~訂正'者は 2 ， 413人
(93%)に達している.隣接するカンピナクランデ荘目:の経話F者は120人 (4.6%)存在し，次いで多
いのは， j-i'1 を1越えたスノレヒン Surubimで17人を数える. これらを含めて， ボケ lコンおよびその近
¥ 
¥ 
¥ 
」
一戸
暢 20
輔 50
???ー
???、?
¥ 
¥./‘戸
? ?ー
7()()ha 
第 2図 ボケ lコン ~il~における農場の分 ;(jï
lNCl~A 農家t?llミ(1988)による.
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i持j也に干の農場経者の比率は99%に達しており， レシーフェ， ジョアンベソア，サンパウ p
ワオデジャネイ lコなどの遠隔の大都市に居住する不在地主の比率は揮めて低い. しかし，カンピナグ
ランテ‘等の200ha以上の所有者は不在地主と考えてきしっかえない.
この農家台|阪に況れずこ農場のうち，無作為に抽出した20ha以上のシチオとファゼンダ94農場(総;農
場数に 3%)の分布を規模~Ijに示したのが第 2 図である.ポケ 1コン vこ特徴的な小規模農場は比較的一
様に分布しているが，特に河川に近接して立地する場合が多い.パライパ川木流に沿ってボケ Iコンか
らボドコンゴにかけて， またノミライパ)[1支流ではボト、コンコ'jlやクノレーズJ[1に沿って多く立地してい
る.特にプJトゥリテ， ジュカ， ベドラダグアなどのmJ辺に集中がみられる. 一方比較的大きな農場
は，サントアントニオ}Iとクルーズ)1の河17丹地や，パライパ川木流とグアジパス)1 [の河出]地に， さら
にそンテIJI地のI-Li麓にみられる.
111-2 牧
民場における農業活動の中心は牧畜である.一般に牛や山::';(:.などの家畜は牧場やカーチンガに放牧
される.面積的にはカーチンガ牧場が大部分を占めており，そこではカーチンゲイラ Catingueira，
ベレイロ Pereiro， ジコー レマ Jurema，マノレメレイ iコMarmeleiro，マウパ Malvaが卓越する.1980 
年農業センサスによれば， 9. 6万hoにおよぶ総農地面積の 63%にあたる 6.0万国が牧場であり， この
のう、ら98%がカポエイラも含めたカーチンガ牧場であったが3 パップアローグラス Capimbufaloな
どの牧草が椋えられた改良牧野は1， 300hαにとどまっていた.一方， 飼料用パノレマ Palmaの作付地
&1 1:Hl j也にi玄分されている. この改良牧野は国道104号や1'1'1道148号線に沿って多くみられるが，支道の
泥道を入って行くとカーチンガ牧場が卓越する.総農地面積に占める牧場の比率は，サンジョアンド
カリリの77%に比較すれば低いが，サノレプ']"F'デサンフエリックスの37%と比べればかなり高い. ここ
にもセルトンとアグレステの中間I~I守色彩が現れている
家畜統計をみると，牛は1987年には37，500~ßíを数えており(第 4 表)，これはカリリスベーリョスに
第4表 ボケロン1Iにおける家畜頭数の推移
7丁、 ケ ロ ソ サンジョアン サノレガドテ、サン
家 三t女II ドカリリ ブェリッグス
1970年 1975:4三 1980ゴ1三 1987:ij三 1980:ir- 1980:ii三
22，842 30，096 31， 829 37， 500 8， 399 8，339 
キー 7，003 4，115 7，245 8，500 9，174 456 
U-l 羊 3，660 7，018 6，295 7，740 18，277 1，097 
1ま 3，439 3，322 3，612 5， 840 847 412 
ロ ノ¥、 1，693 2，452 2，285 2， 800 706 240 
i高 686 674 715 860 333 713 
フ ノ¥、 496 321 393 570 162 110 
n~ 26，523 46，048 26，579 つ 12，292 15， 102 
lBGE: Censo Agropecuario， Paraiba， 1970， 1975， 1980. 
lBGE (1987)資料による.
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おいては最大の頭数であった.守二の頭数は， 1979""--'1983年に阜舷があったにもかかわらず， 1970年以
降，漸増傾向右f示してきた.一方， ::'I~ と IJ_j ::'1立を合わせても1. 6 万頭余りである. これは， [liJじセノレト
ンでも山羊とヰ立の卓越するサンジョアンドカリリとは対照的である.そこでは，実数において， 1-'-1:'(-
と ::'I~は牛の 6f音余り (1980~~三) (1こ達する. 1:1二の頭数は改良牧野では景観的に目立ったが， プJーチンプJ
牧場では鈴の?互の:聞こえても姿を見ることができないことがある. I-Ll羊には小村など民家の近くで、出
会うことが多し¥ポケロンで、はH家も 6千頭近く飼育されているほか， ロバの数も多い.
こうした家茜に加えて， 酪農はボケロンの経済活動において重要な部分をなしている. 1987年に
は，牛の総頭数のうち23%が乳牛で，この比率には1970年以来大きな変動はみられない. 1987年には
4，200キロリットノレ余りの牛乳が生産されており， カンピナグランデの生産量をと回っている.例え
ば，夜、達の訪オ"vtこそンテ山地の南麓にある2DOhaのファゼンダでは120頭の牛が飼育されており，乳牛
24頭から一iヨ二回，早朝と夕刻に搾乳されていた. 早朝に搾られた牛乳120リットノレはカンピナグラ
ンデへ出荷さj"Lるが， 午後 41寺に搾られた牛乳70リットノレはボケロンに送られチースJこ加工される
とし、う.
ボケロンのチーズ生産Vi1970年代に著しく増加した. 1980年には350トンの生産があり(カリリス
ベーリョスの33%)， これはウンブゼイロに次ぐ規模であった. 大きなチーズ工場が-l!ilあるほか，
小規模なチーズ、製造所は郡内に無数に存在する.これは牧場で自家用のいわゆるコテッジチーズが製
造されているカミらである.
m -3 i9j: 程農業
1980年農業センサスによれば， ボケロン郡における作物作付開積は 1.4万haで，総農地面積の15%
を占めていた. このうち85%が一年生作物で，多年生作物を大きく上回っていた.また休I~~l地も 1 ， 000
第5表 ボケロン郡における作物栽培面積の推移
1970年 1975~手 1980生F ] 987~1三
fI= 4吻
而栽(ha積培) 
生産量
栽而(ha積培〉
生産量
栽而(haエ積) 古
生産量
I而k(hat積) f 
:LQItfを
( t ) ( t ) ( t ) ( t ) 
トウモロコシ 4，005 1， 001 2， 628 1，072 329 76 8，000 ]，600 
豆(フェジョン) 4， 163 628 2，196 602 333 56 8，000 960 
料(多年生〉 ? 127 345 304 387 39 
綿(一年生〉 2，935 755 1， 096 339 290 54 80 20 
ノ〈ノレてず ? 66，741 ? 108，115 ? 134， 180 
トてP ト ? 1，387 119 6， 736 ? 12，835 250 8，000 
パナナ 。 110中 9 11，000ギ 2 1， 000 * ]00 80，000中
ピーマン ? 2 ? 1，270 ? 1， 361 
アガベ ? 1， 178 624 130 266 150 96 
スイカ 28※ P 。 5 10※ 
ホ:1芳 ※: 1， 000個
IBGE : Censo Agropecuario， Paraiba， 1970， 1975， 1980. 
IBGE (1987i資料による.
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ha存在した.
最大の[市街を I:!:iめる作物はトウモロコシで， 1987年には8，00hα に達している.フェジョン豆は一
般にトウモロコシと混作されるため， トウモロコシと時様の面積が記録されている. 1980年には，当
時深刻であった早j訟のために， トウモロコシとフェジョンは1970年および1975年の水準を大きく下
回った.つまり， トウモロコシとフェジョンは1975年センサスの栽培面積のそれぞれ13%，15%に激
減しており， 1987年の栽培面積と比較すると， それらの減少はさらに顕著である (第5表).パライ
パ)[I下流のアグレステに位置するサノレガドデサンフエリッグスでは， この皐魅1寺でもこれら二作物の
作付市積が1975年の水準を若干下回る程度であったのと比較すると，木地域が早魁の被害を直接被る
セノレトンの特徴を示していることが理解できょう.この早舷後， これらの作物の作付面積は充分に毘
復し現在に至っている
1985年 vこ v士一年生綿花の作付~ì 2， 20hαで、あった. ブラジノレの綿作地帯に大打撃を与えた綿虫ピク
ードの害13)が減少していることから， 近年， 一年生綿花が再び増加し始めており，現在では殆ど多
年生綿花から一年生綿花に変わってきていることが景観的に認められた.
i;主季の家南飼料ーとして重要なパルマは， 1970年以降漸増傾向にあり， 1980年には13万トン以上の収
穫があった. これは， 1970年および1975年の数値を大きく上回っており 3 早魁時の家畜飼料としてパ
ノしマの重要性が理解で、きる.パノレマr.IHeこは，パノレマが小さい時には，間作としてトウモロコシ・フェ
ジ πン(あるいはファーパ)とともに綿花が栽培されるので，パノレマの栽培荷積はかなり広い.モラ
ドーノレがパノレマr.1llにトウモロコシ・フェジョンおよび綿花を栽培した場合，それらの収穫は彼らの所
有となるので，大きなファゼンデイロはそラドーノレ(分益小作人)にトウモロコシ・フェジョンを栽
培させることによって，乾季の家畜飼料であるノミノレマの女!日を自然に拡大できるわけで、ある(写真1). 
これらの非穣蹴作物に加えて，アスーデ・ボケロンとその下流のパライバ)[1の水を利用して， 1970 
年代以降，港政農業が積極的に行われてきた. トマト， ピーマン，パナナがその中心をなしており，
これらの潜政作物はいわばカーチンガの中にある緑の島で，J寄!到の落葉したカーチンガと著しいコン
トラストをなす.
IV ポケロンの濯潔農業
JV-1 部概農-地の分布
ボケロン1mにおける港政農業の発達は，港政農地面積の増加に明確に現れている.農業センサスに
よれば，潜j就農地面積は1970年には50加で、あったが， 1975年には92hαへ，さらに1980年には 38hαに
増加している.濯瓶農家数も1975年の94戸から1980年の117戸へと着実な増加をみせた. 港紙農家は
総経営体数1，990の5.6%にあたり，農家一戸当たりの平均穣瓶菌積は3.3hαで、あった.
EMATERの協力によりわれわれが確認することができた濯就農家は 26戸であり， それらの擢概
総面積は 174hαで、あった.また， y産政面積も 1hαから 34haと大きな差があった.これらの農場の濯政
;農地の分布を示したのが第31惑である. これ以外にも，ダムから見える地点にいくつかの濯税j良地が
みられたが，正確な面積が不明なため，分布図におとすことができなかった.濯j鼠農地は全体的には
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第3図 ボケロンj謁辺の擢i抵農場の分布
アンケート調査による.
図i二jコの番号は第6表の農家番号に対応する.
アスーデの南岸に多く，湖岸から2km以内の範聞に立地する.また数カ所の擢j段;農場が近接して立地
する傾向が認められる.一般に，収穫物を早く搬出する必要があるため，道路への近接性が擢瓶農地
の立地の重要な要因である. ミラドーノレとタツーなとやはIh'lさを越える未舗装の坂道があるため，水の使
はよくても，近接性はよくない.
濯j銃農業は， I佐自三主!己の所有1地也i内ブ巧ヨで、行
い.1借昔地料料'は圏場と水j源原との距離，地形，土壌，植生などの条件によって異なるが，平均すると 1収
穫当たり 1ha 5， 000クノレザード程度1わであるという. このように借地料が安いことに加えて，漉蹴可
能な未19~墾地が多く存在しており，濯j既-農地は長期的な連作が難しい場合も多いため，何回かの作物
の収穫後に}]!Jの場所へ移動することが多い.
日1-2 i濯蹴作物と擢概方法
i濯就農業の中心はトマト， ピーマン，ノくナナである.IBGE 統計十こよれば， 1987年における作付商
積はトマト 250hα，パナナ 100加で、あった(第5表).われわれが EMATERで確認した26農家につ
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第 6表農場別構成作物栽培荷積と水ihTの位置
農家 滞i j既 f= 物 (ha) 濯 tfJ!t 用 オぇ
番号 トマト パナナ ピーマン その他 iコL 7J( 1.原 illl~蹴 (m) 線高差(m)
01 10.0 2.0 2. 0 一年生綿花 20.0 34.0 a) RP 250 35 
AB 2，000 60 
AB 200 40 
02 8.0 2.0 スイカ 5.0 17.0 AB 
マラグジャ1.0
ブドウ1.0
03 10.0 3.0 13.0 AB 2，000 60 
04 3.0 7.0 2.0 12.0 AB 500 55 
05 6.0 2.0 スイカ 2.0 10.0 RP 250 35 
06 9.0 9.0 AB 
07 3.0 3.0 キャベツ 2.0 8.0 AB 250 40 
08 7. 0 7.0 AB 
09 5.0 2.0 7.0 AB 
10 5.0 2.0 7.0 AB 700 40 
1 2.0 ソノレゴ-4.0 6.0 AB 
12 1.0 1.0 トウモロコシ 3.0 5.0 AB 300 25 
]3 1.0 3. 5 *IJ~需類 O. 5 5.0 AB 200 20 
14 3. 7 ソノレコ-1. 0 4. 7 AB 200 30 
15 4.0 4.0 a) AB 200 40 
b) AB 450 55 
16 4.0 4.0 RP 
17 3.0 1.0 4.0 AB 1，600 40 
18 3.0 3.0 AB 500 50 
19 3.0 3.0 AB 
20 2.0 2.0 AB 
21 2.0 2.0 AB 
22 1.0 1.0 2.0 AB 2，000 60 
23 1.5 1.5 AB 
24 1.5 1.5 AB 
25 1.0 1.0 AB 
26 1.0 1.0 AB 
ぷIコ与、 き~t 63. 0 44. 7 21. 5 39. 5 173.7 
AB:アスーデ・ポケロン RP:ノミライパ)1 
農家番号は第 3[玄!に対応する.
アンケート調査および EMATERの資料による.
いてみると(第 6表)， トマト 63.0ha，パナナ44.7ha， ピーマン 26.5haで、あり，これら 3作物が総濯
j飯田穣の77%を占めている. 26戸のうち16戸がトマトを栽培しており， ピーマンは13戸，パナナは11
戸である.一戸当たりの平均の栽培面積をみると， トマトは3.9hι ピーマン2.Oh仏バナナ4.1hαで、あ
り， トマトとノミナナは， 1 hα当たり40，.__50トンの収穫が得られるという. これらの主要作物のほかに
も，一年生綿花， スイカ， ソノレゴ， キ iァベツ， トウモロコシ，マラクジャ，ブドウ，オレンジなど
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も栽培されてはいるが3 栽培農家はそれぞれ1'"'-'2戸にとどまっており， まだ試守な段階にあると
いえよう.
農家一戸当たりの漉蹴面積は平均6.7hα であるが，濯j銃規模は多様である. 34haを持つ l番農家を
はじめ， 10hα以上の農家が5戸ある一方， 2 hα以下を礎控1ーする農家が7戸みられる.前述のように借
地耕作が多いため， トマトやピーマンが栽培できなくなると，加の耕地を借地して栽培することにな
る. トマトやピーマンを栽培した後には，綿花が作付される場合もあるし， トウモロコシ・フェジョ
ンが作付される場合もある.
この地域においては，港政は主に重力式畝間冠水法によって行われている. 1980年の農業センサス
によれば， この重力法が96農家で、行われており， 次いで洪水法が10，スプリンクラ一法が7であっ
た. 1975年には，重力法24，洪水法19，スプりンクラ一法5であったので，前述のような港政面積の
増加は，耕地の最高部まで揚水し，そこから水路に流して順次作物の畝!習に導く重力式畝間冠水法の
普及によるものである.一方，ノミライバ河1半でエレファンテなどを栽培する伝統的な洪水法は， 1975 
年から1980年にかけて減少している.われわれの調査農家においても，すべて重力式畝間冠水法ある
いはスプジクンラーによって濯滋を行っていた.
i事法2用水は，アスーデあるいはパライパ)1から電動モーターによって揚オくされ3 導水管によってi車
場に導水される.導水管の直径は15cm，10Cl1 ， 7 cmのものが多く，一本の導水管の長さは6mで，こ
れらの管がつなぎ合わされて使尾されている.j震j銃密場では，つなぎめをはずすことにより，導水管
のどこからでも濯瓶用水を幹線導水路に導くことができる. また，分水ノくノレブにより，一度に3本の
導水管に分流して水を利用する濯蹴方法も行ーわれている.
圏場では， 1結託作業の人夫はエンシャーダ(鍬)で、幹線導水路の土手を切り， 8m四万前後の小区
間の畝j笥に用水が由ると，再び土手をふさぐ¥このような作業を順次繰り返すことによって，農地全
体の犠打誌が完了する. トマトやピーマンの焔では，擢滋用水は週 31互lたっぷりと供給される. こうし
た充分な擢淑舟水のために，定植時には iヨ本の標準からすれば創立すぎると忠われる ï3~が，強い詰:射日
光を受けて急速に成長し，多くの果実を実らせる.
また濯j就耕地には， 1l_1~1~の糞を中心とした厩肥および化学肥料が作物の成長に応じて投与される.
さらに消毒が何回も繰り返される.これにはサンパウロ州ポンベイアにある日系企業ジャクト農機の
小型消毒器具が用いられていた.
これらの港瓶農家は他人的に小規模に濯瓶耕作を行っている場合が大部分で、あるが，近年，パライ
パナ1'政府によって柴田i拐な港政事業も進められている.ボケ Iコン・ダムのすぐ下流のノミライパ)I1河岸
では， 1987年3月にベへ夕、、・グランデ・プロジェクト ProjetoVereda Grandeが始まった.これは
州政府がパライパ)1に揚水ポンプ・ステーションを建設し， コp ノを入植させる事業である.現在，
左岸に 6笹所，右岸に7筒所の合計13Il畠所のポンプ・ステーションが稼働あるいは建設中であり，各
ステーションには 5馬力モーターの揚水ポンプが3基ないし 5基設寵されている (第 31玄|参照).各
コlコノは3hαの土地を借地し，濯蹴;農業を行う.ダムに最も近いステーション(左岸)には 5~去のポ
ンプが設置されており， 36haの港政;農地に水を供給している. 夕、ムから 2番目のステーション(左
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岸)は夫~設中であり， ここには3基のポンプが据え付けられ， 18haの濯蹴農地に水を供給することに
なる. 13箇所のステーションによって，地域全体で、168haがj義政されることになるという.
lV-3 消u低農場の経営事例
a) パライパJlIからの擢淑
(1) 伝統的構成農場
ボケ lコン・グムから下流約2kllのパライパ)1右岸に位置するこの農場は，カンピナグランデの不在
地主によって経包'されている.農場の総面積は60hαあり，最近14番農家から購入したものである.農
場1)すにーのそラドーノレが居住し農場の管理にあたっている.
家畜の飼育が経営'の仁|コ心で， パライパ川のパノレゼアにソルゴーを 1ha栽培していたものであるが
(写真2)，その飼料を濯概するための導水管をパライパ)1から延長して，長さ280m，高さ32mまで
渇水してパナナi芸13.7hαが造成されている. ソノレゴーとノミナナ菌との IT~J に牧場があることは， 沼;政J0j:
j也が斜'YJjの傾斜および、土壌の地力によって選択されていることを示すものであろう.パナナ閣は植え
{ナけから 1年半経過したものであり，その下にはフェジョンマーカーサーおよびピーマンが半分ずつ
栽J~うされ，立体農業が行われていた このバナナ留の擢瓶は，合計週二[IT]，半分ず、つ行われるので，
JliJ-開場は週一JiDの濯淑となる. なお， この所有者は3kJ日東方のノ、マダに401αの牧場を所有してお
り， '--1{i~でエレファンテやパノレマを栽培しているという. このように， ソノレゴーとパナナのj相就農業
は牧741ー を中心とするファゼンデイ lコ(不在地主)が管理者を雇って直営している試験的形態といえよ
う
(2) トマトとスイカ農場
この農場(5番農場)も前述の農場と向様，ボケロン・ダムからパライパ)1下流に遠望できる位置
にある. この港政農場を中心とした作物栽培状況を示したのが第4図である. 2 haのスイカ ~UIを挟ん
で両側にトマト畑が広がる。東側のトマトは支柱栽培であるが，既にj収穫は終了していた.一方，西
側のトマト ~III は， )1又 f隻までにまだ~mli，\Jがかかるため，盛んに穣ira:水が供給されていた.播種後90E]で
収穫されるといわれるスイカは， 間もなく収穫期に入ると思われた(写真 3). これらの濯蹴畑のほ
ぼ中央にある作業小屋には化学肥料や農薬が置かれ，消読や施肥が行われていた.収穫期にはカウナ
ウパやしの葉で、葺かれたこの作業小屋が，収穫作業，包装作業を行う中枢施設となる.
くこのスイカrlには昨年トマトが栽培されていたというので， ここの輪作体系は， トマトからスイ
カ， ついでピーマンあるいは綿花へと移ることが土地利用から判断される. このj農農場の近くには，カか、
つてトマトがf作F付付-された知畑lに品
へ， さらにカーチンガに戻ると考えられる.
この農場の港政水は，前述のパライパ)1左岸に設置された揚水ポンプ・ステーションから供給され
る. ステーションから道路まで、の距士250mで、あるが，そこからスイカ知!の最高部まで約350m，合
計 650mまで導水管が延びている.この農場は借地農によって経営されているため，港政耕地のあと
にはトウモロコ、ン，フェジョンが栽培されると思われる.
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第 4留 トマトとスイカ栽j音農場の土地利用
1 :トマト 2 トマト 01又穫終了) 3:スイカ 4 ピーマン 5 綿花
6 :トウモロコシ十フェジョン 7・荒地 8・カーチンガ 9 空地 10 :コラノレ
11:濯甑パイプ 12 :牧tlr 13:アベロイス生担 14 :作業小屋 15 :住宅
16 :道絡
現地調査による.
b) アスーデ・ボケロンからの擢政
(1) 湖畔のピーマン農場
アスーデ・ポケロンの北側，ボケロンからカノミセイラスへ通ずる舗装道路沿いに 7番;農場が立地す
る. この農家はドイツ系で，経営耕地は舗装道路からアスーデまでほぼ長方形で8haの広さがあり 3
最適な位置を占めているといえる(第5図)• このうち 6hαは白己の所有地であるが， アスーデに臨
む2hαは DNOCSからの借二地で、ある. この農家を含めて， アスーデ・ボケ 1コンに面した農家では，
DNOCSから無料で借地して濯瓶操業を行う場合が多い.農場主はここで操業経営を始めるtJ、前は，
カンピナグランデで、機械工として働いていたが，現在，妻と二人の子供と共にボケロン集落に住んで
いる(第 7表).この農場内には家がーilあり， ここには農場管出人がj舌在している
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第 7表溶fi批j農場の経営動態
~!J: J"il (1a) 世?i;:主家族 j吉住
段吊二京号 消[立i抜d耳 19i有j也 {lf 
{主 i也 1] イ土 Jil IJ] 1(故
j也 の年齢員数 年数
01 34.0 34，0 20，0 40 ? Boqueirao 12 Caturite 
02 17.0 17，0 33 6 Boqueirao 33 農業・街業
03 13.0 13.0 36 5 BoC]ueirao 36 農業
04 12.0 15.0(10.0) 28 2 BoC]ueirao 4 Piraua 畜産
05 10.0 10.0 35 7 Boqueirao 17 Piraua 
07 8.0 6.0 2. o( 2.0) つ 4 Boqueirao 5 Campina Grande H'!ZjJ正二[.
10 7.0 7.0 37 5 Sitio Tatu 37 
12 5.0 5.0 20.0(20.0) 59 12 Sitio Bredos 10 Boqueira。 道路建設
13 5. 0 7， O( 7‘0) 53 13 Campo Redondo 1 Soledade 農業
14 4.7 4.7 60.0 つ つ Sitio Jussara 1 Campina Grande B~'Î業
15 4.0 4.0 33 5 Boqueirao 15 Natuba 民業
17 4. 0 ワ つ 69 9 Sitio Tatu 3 Campina Grande 決業主h¥設業
18 3.0 3.0 28 3 Boqueirao 5 Macaparana (PE) 1託業
22 2.0 2.0 27 つ Povoado do 27 
Morinho 
(10.0) 括弧内の数鑑は， DNOCSからの情i世間積を示す
アンケート調査による.
この農場ではピーマン3ho，パナナ 3ho，キャベツ 2110が栽培されており，特にピーマンに主力が
おかれている.舗装道1引WJからみると-"!Hiのピーマンj:1I1にみえるが， 12道を入っていくとパナナ|主|に
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変わり，低いm綾部からアスーデへの市i&斜士一部キャベツが栽培されている真 4). 港政Hl
水は， アスーデからパナブーとキ-\'ベツ ~11Iの 1M]を 250m，比高にして 20m，パナナ|蚕!とピーマン対II の間
の演稜部に揚水され，そこから重力式で、順次地淑が行われる. ピーマンは，舗装道路沿いの臨場に加
えて， アスーデに出した DNOCSからのも引也で栽培されている. 湖岸に而したノミナナ|還は成IAIであ
るが， ピーマン~Illとパナナ菌の 1M]にあるノミナナ 15mではキャベツが定値され， 立体農業が行われてい
た.キ γベツ専用rlは収穫直前であったが，パナナ閣の中は定槌したばかりであった. 1 hα当たりの
収穫は， ピーマンがほぼ 1，000袋，キャベツは40トンである. またバナナは1986~'F-6月に新陥された
ものであれ年間の 1hα当たりの収穫量は40トンであるという
この農場ーでは，当初jトマトが栽培されたが，忌地性のためパナナとピーマンを栽培するようになっ
たと考えられる.一方，耕地の東はカーチンガであり， ピーマン士rIlとキャベツ丈1の北は，パノレマ1:[11と
なっている.これらのことから， この農場は~IH地あるし、はカーチンガを開墾して港政l技場を 1)1礼、たと
いえ，土地利用方式は， トマト→ピーマン→ノ、ナナと変化してきたと考えられる
スイカ・パナナ農場
7番農場から湖岸に沿ってこの 2番農場に行く途中にいくつもの濯政農場があり， ピーマン，ノサー
ナ3 トマト等が栽j官されていた(写真5) パライパ大学の実験農場にはオレンジやレモンのi&J告も
みられた. この 2番農場は，ボケロン・ダムから凶方に臨むことができる半島の先端部に位置する大
規模な港淑農場である (第 31玄1，第 7表).農場主はボケロンで生まれ育った 33放の男性で， 1;:と 4
人の子供とともにボケ lコン集落に住む. 総所有地rfo積は 17haで， その総てで潜慨が行われてし、るほ
か， 40頭の牛も飼育している
この農家の経営の仁i二I心はバナナ，スイカ， ピーマンであり，それらの作付面積はそれぞれ札 1 
2 haである.パナナは1986年 5月に槌えられたもので，最初の収穫は翌年の 6月であった.スイカは
9月に作付られたばかりで， 11月から 1月にかけて， 1 hαあたり50トンの収穫を予定している. これ
らに加えて， ブドウとマラクジャをそれぞれ 1hαずつ栽培しているところにこの農家の~守徴がある.
iJ_Li側の耕地にはブドウ，マラクジャ，パナナが栽j脅されており，南側斜百iにはスイカが5]:を出、したば
かりであった.またスプリンクラーで犠殺されるブドウ|認は1982年に始まったものであるが，ほぼ王子
3 IEi収穫されるブドウが芽ぶきしたばかりであった.一方マクラジャは， 2月に作付され第 lldの収
穫は6月であったが，新たに収穫が始まったところで，多くの青い果実を突らせていた. この農場!与
には，モラドーノレの家が3戸あり，彼らとその家族が水管理にあたる. この農家は耕地が広く半島部
に位置するという特性を生かし湖面のどこからでも揚水できるという利点がある
(3) fM{Jm撲によるトマト栽培
アスーデ・ボケ lコンの南岸に位置し，ボケロン・ダムからリアショデサントアントニオに通じる道
路に沿うラジェス Lajes地IRは， われわれが知る範/f!:1では湖町から最も遠い港政耕地である. 湖岸
に設置された電力モーターは 1時間に85n1を揚水する能力を持ち，距離2，000m，標高差にして 60m
を口径15cmの導水管によって運搬された7Jくは，菌i場において分水バルブによって， 仁1主7CIlと15cmの
パイプ2本に分水利用されている(写真6).また， この地|玄の土擦は一般に赤褐色で、肥沃である
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第 61玄|に示したように， この地i玄では 4i!庁の農家によりトマト 3 ピーマン， 一年生綿花が栽培さ
れており，それらは第6表における 1， 3， 19， 22番農家にあたる. 3番農家はこの地区に 170hαを
所有する地主であり， トマト10hαとピーマン3haの合計13hαの擢蹴農業を行っている.彼はポケ 1コン
出身の36歳で，安と 3人の子供とともにボケ iコン集落に居住しており ，t事政農業にか1えて，止|二60頭，
山羊30班， :'1:'20頭を所有している. 他の 3nの農家はし、ずれも借地により制作を行っている. 19番
の投家はトマトを 3hα栽培しており，また， 22番農家は27歳の独身男性の経営'によるもので， トマト
とピーマンが 1haずつ耕作されているほか， 他の農場で、L1二，山 羊などの家省飼育も営まれてい
る.一方， ]_番農家はわれわれが1ilf認した中で最大の港瓶面積を有しており， この農地を含めて，少
なくとも 4簡所に分散した耕地の合計は34hαに及ぶ.この;農場においては綿花が中心である. この地
主はカトゥリテから12年前にポケ lコンに転居してきており ;-1'(ケロン都市It4l1において商業にも従事し
。 200m 
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第 6菌 ラジェス地区の擢wt耕地の土地利用
1 トマト 2 :ピーマン 3 綿花 4 バナナ 5 パルマ 6 トウモロコシ
7 : ~Jj 起中 8 :カーチンガ 9 牧場 10 :その他 11:アスーデ 12 :住宅
13 :濯甑パイプ 14 :作業小屋 15 : J"l 16:所有界 17 : i'F付中 l凶8: )成i克x立2;育仁
酪19 : J収反穫中 2却0:J収i技又f穫隻完了 21ド)道五却;路
現地調査による.
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このように，合計するとこの地区にはトマトは14ho，ピーマンは41閣制作されている. ピーマンは
収穫中であったが， トマトについては，植え付けたばかりの*11，収穫中の知!，収穫終了したと忠われ
る知1，および未成閣の 4種類がみられた.このことは， トマトとピーマンはどの1羽却でも栽培可能で
あることを示しており， 1植え付け後は90'"-'120 Elで収穫が可-能となるトマトは， I重p易を変えて年に2
'"-' 3 19]収穫され， 一方ピーマンは年21互l収穫されるという. 1 hα1収穫あたり， トマトは40'"-'50ト
ン， ピーマンは 1，000袋の収穫が標準的である. トマト栽培には支柱栽培と4W;支柱栽培の2種類があ
る.支柱に)，l~'"、られる木はカーチンカボを構成しているマノレメレイロであり， 同じくカーチンガvこさiミえ
ている， アカ、ベに似たマカンビーラの繊維カノレアによって， トマトと支柱は臨められている.なお，
収穫が終了した支柱栽培のトマト畑には 2 トウモ iココシが植えられていたので， このトマト加はトウ
モロコシ~IIl に変換されるものと考えられる.また，綿花は一年生で， 2'"-' 4 )~に栽培が開始され 7'""-'
10月に収穫を述える. ここでは， 綿花だけの対]jと綿花の中にノミナナが定植されている ~IH とがみられ
た.
この濯税制:j也の周辺にはカーチンカ\牧場，ノミノレマ・トウモ iココシ~IIIが存在しており，かつてのカ
ーチンカ、やパノレマ・トウモロコ γj~lflが，借地農によって擢淑農地に変わったと理解できる副また，綿
花の1:1lqこバナナが期刊誌されていることは，将来的にこの土地がファンゼンデイロのパナナ留に変わる
ことを示唆するものである (写真7).従って，濯蹴農地の土地利用は， 一般的にトマト→ピーマン
→綿花→バナナのj績で輪作されるものと考えられる. 事実， ラジェスの南西約 9kmのタツ-Tat白
地区では， カーチンガが伐採され有用材が取りi捻かれ， シキシキ Xiquexique，ファシェイ 1コなどの
サボテ γ類とカーチンゲイラ，ベレイ p ジュレマの校がまとめて焼かれた後2 すぐにトマト栽培を
I~m始できるように用水路がきられていた.全体として，湖岸に見られるパナナ l翠は，かつてトマト，
ピーマン，綿花を栽培した擢瓶農地の名残であると言えよう.
]¥1-4 地j説作物の出荷形態と!:弘前先
農産物の収穫と出荷作業は， Iヨい労働者により手作業で、行われる. トマトの収穫労働者は，われ
われの調査|時点で、は日給700クノレザー ド (最低賃金月額22，00'"-'24，000クノレザード〉で労働に当たっ
ていた.各労働者は， もぎ取ったトマトを箱に詰め，対Iの一回iに設けられたテント小屋に運び，そこ
で空けるといった作業を繰ワ返す.そのi氏テント小屋の管理者からメダノレを一回につき一個受け取
り，そのメダノレの数によって加算金額が加えられる.テント小屋のに|コでは，別の労働者によってトマ
トの選別・箱詰め作業が行われる.木箱の隙間から見えるトマトが7個並べ， 8個並べ， 9 {Iei並べと
いった具合に大中小の等級に区分され，一杯になった木絡は他の労働者によって箱打ちされる.箱詰
めされたトマトは，一箱20キログラムあり， 400クノレザード前後で、仲買商人に販売され，それらは大
都市の公設の中央卸売市場(セアザ CEASA)で一箱800クノレザード程度で取引されるという
ピーマンは，大きくなるまでに士IHに置かれた後収穫され，麻袋に詰めて出荷される. Iヨ本人にとっ
て食べ頃のサイズのピーマンを取ってみたところ， まだ小さすぎると収穫に当たっている労働者に言
われた.一万，
第 8表 調査椛瓶投場の農産物出荷先
民 Pi't 物 ポケ lコン
Feira 
トマト
ヒーマソ
バナナ 5 
スイカ
綿花
マラグジャ
ブドウ
トウモロコシ
キャベツ
iIてL1舌"ー1 8 
数字は農家数を示す.
アンケート;問査による.
イ[可 先
カンピナグCラorンデ レシーフェナターノレ
CEASA Corretor CEASA CEASA 
1 9 
9 8 
3 
27 19 2 
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、果実の状態で収穫されたパナナは， j世間に掘られ，バナナの皮の敷かれた室にア
セチレンを発生させる薬品とともに入れられ，約 21ヨ rr~]蒸らされた後，色づけされて i町可される(写
ft 8 ) 
ポケ Iコンの潜j佼1足業によって生産された農産物は，一般にノノレデステの大都市の中央卸売市場へ出
向されるものと 3 地元の定期市(フェイラ Feira)へ出荷されるものとに大きく分類することができ
る. I日接調査を行った14戸iの農家について?生産物の出荷先をまとめたのが第8表である.全体的に
はI1央卸売di-j誌が最も重要な出荷先で、あり，にiコでも近接のカンピナグランデ，そしてベノレナンブコ州
のレシーフェへの出荷が大部分を占める.特にトマトとピーマンは，総て仲買商人によってこれらの
卸売市場に出荷されている.これは，テシェイラ Teixeira郡のニンジンが，速くベレン Belemやフ
ォノレタレーザ For・talezaまで出荷されるのとは対!照的である.一方，バナナはボケ lコンのフェイラに
t:H荷販売される場合が多い. また， 生産量の限られた他の農産物も， 地元での販売が大部分を占め
る.綿花はカンピナグランデの集荷こ販売される.
ボケ 1コンはノノレデステの大都市市場において 3 トマトとピーマンの重要な供給地域である.各仁!コ央
卸売市場の青果物入荷統計を利用して， トマトとピーマンについて，ポケロン1tl)から各市場への出荷
量をみたのが第9表である. 1987年においては， トマト3，306トン， ピーマン554トンがレ γーフェへ
出荷され， rl:J央卸売誌における年間総入荷量に占める比率は，それぞれ12.6%と13.9%であった.
1980年から1987年にかけて，ボケロンからレシーフェへのトマト出荷量は半減しているものの， ピー
マンは 9倍近く噌加した.一方， 1987年におけるボケロンからジョアンベソアへの出荷状況をみると，
rー マンはごく少量にとどまっているが， トマトは271トン出荷され，全体の10.5 %を占めた. ジョ
アンベソアのに!コ央卸売市場はレシーフェの市場と比較して小規模であり，例えばトマトの総入荷量で
は前者は後者の10分の lである. 従って， ボケ lコンはこれら二つの州都からほぼ等距離にありなが
ら， レシーフェの中央卸売Tl'iJ易ーを主な市場としているといえよう
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第 9表 ボケロン~l~ßiJ￥らの大都市市場へのトマトとピーマンの出荷量の変化
イ日1
? ?
?
?? (1=I:J9e卸売市場CEASA)
農産物 レシーブェ ジョアンペソア フォノレタレー ザ
百荷量市場占有出荷量市場占有出荷量市場占有
トγ 率(が) トン率(%) トン 率(タザ)
トマト
1980年 6， 669 (22.2) つ
1987:i[二 3，306 (12.6) 27] (10.5) 
ピーマン
1980i:j三 63 ( 1. 5) つ
1987:4三 554 (13.9) 5 ( 0.6) 16 ( 0.6) 
中央卸売市場 (CEASA)の青果物入荷絞計による.
第10表 レシーフェ市場に占めるボケロンのトマトとピーマンの月見IJシェアー (1987年〉
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月 合計
トマト
総入荷量(t) 2，112 2，244 2，375 2，310 2，043 1， 878 2，218 2，185 2，237 2，138 1， 976 2，429 26， 145 
ボケロ/'( t) 99 57 88 266 455 225 167 302 413 379 431 322 3， 204 
(%) 4. 7 2.5 3. 7 11. 5 22.2 12.0 7.5 13.8 18. 5 17.7 21. 8 13.2 12.3 
ピー マ Y
総入荷量(t ) 412 354 341 316 329 367 328 281 378 387 352 356 4，201 
ボケロン(t ) 13 14 22 32 62 55 29 22 71 92 93 49 554 
(%) 3.1 3.8 6.5 10.2 19.0 14.9 9.0 8. 0 18. 9 23. 7 26.4 13. 7 13.2 
中央卸売市場 (CEASA)の青果物入荷統計による.
ボケロンからの農産物の出荷には，その生産リズムを反映して，変動がみられる.第10表は， レシ
ーフェ中央卸売市場に関して， 1987年の月別入荷量の変動をみたものである. トマトの総入荷量は 3
月と 9月にピークをもち， 6月と11月に減少する.ボケ 1コンからの入荷量も，総入荷量とほぼ同様の
増減パターンを示してはいるが，極大と極小とがほぼ2か月遅れており， 5月と 9"'-'l)jに入荷量が
多く 7月および 1""3月に少ない. 従って， 総入荷量に占める比率をみても， 5月に最大の22.2 
%，次いで11月に 21.8%となり，また2月には最小の2.5%となっている. ピーマンの総入荷量は 1
月に最大， 8月に最小となり，その日号ゆるやかに変動している.ボケロンからの入荷についてもほぼ
向様の傾向がみられるものの， 11月が最大となり，次いで10月， 9月のJI員で， l)jに最小となる.市
場におけるボケ iコン産ピーマンの占有率は， 1)ヲに最小の3.1%となるものの， 11月には26.4%vこ達
する.このように， レシフェ中央卸売市場においてp ポケロン産トマトとピーマンの占める重要性は
極めて大きい.
第7図は， 1987年におけるレシーブェ中央卸売市場へのトマトとピーマンの出荷量を郡単位で示し
たものである. トマトの最大の出荷地域は， レシーフェの西南西lOOkmに位置するカモシソデサンフ
エリックスおよび、それに隣接するサンジョアキンデモンテ，ベゼロス，サイレであり，次いでポケロ
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ンが重要である. さらに，内方のアノレコベルデやベスケイラが出荷地j或となっており， まずこ，ベト lコ
リーナやジ斗アゼイロのように，ベノレナンブコとパイアの州境をなすサンフランシスコ)1の水を利用
した瀧j就農業地域からの出荷もある. ピーマンに関してもほぼ同様の傾向がみられ，ベノレナンブコ剤、!
のアグレステが最大の 11\1青地j或であるが，1~ ケロンはそれに次いで重要である.
セアラナト!のフォノレタレーザの中央卸売市場に関しては， 1987~i三にはピーマンがわずかに16 トン出荷
されたのみにとどまり，市場における占有率も o.6%と低かった. 月)]IJにみても， これらは3月， 7 
月， 9月に限られた出荷であった.なお， さらに遠隔に位置するパイア州サルノミト"ーノレの中央卸売市
場の青果物入荷統計を検討したが，ボケ lコンYl"1$からの入荷は記録されていなかった.
V ポケロンの濯;甑農業と土地手IJ用方式一一むすびにかえて一一一
これまでにみてきたように， ボケ lコン・ダムはノミライノく川の狭窄部である天恵の地に建設されたと
いえよう. また， Iヨ木に類似した新しいダムがボケ lコγ ・ダムの下流， ポノレボレマ山地の狭窄部を抜
ける地点3 ペドロベーリョ PedroVelhoにも建設中であった. ここでは，上記の成果をまとめて，
本地域の催瓶農業と土地利用方式を考察してみたい.
アスーデ・ボケロンの周辺にはカーチンブfが卓越することに現れているように，ボケロン・ダムの
建設以前には，サンジョアンドカリりと同様に牧畜ファゼンダが支配的であった. しかし， ダムの下
流部でバノレゼアに牧草エレファンテやソノレゴーが栽培されていることにみられるように，河田宇部を使
った牧草栽培が試みられたと考えられる.
もちろん，乾季にはカーチンガを伐採し牧相lrに利用できる木を取り除き，火入れし，天水にのみ
依存した耕地では，雨季の始まりとともにトウモロコシがフェジョンと一緒に栽培される.その土地
には2年目以降，綿花あるいはノミノレマが栽培される.つまり， FiIJl1に霊砲なアベロイスの生け垣が残
るパライパ)1の周辺には， トウモロコシ・フェジョン・綿花畑およびトウモロコシ・ブェジョン・パ
ノレマ焔が卓越するのである. トウモロコシ・フェジョン・綿花丈Iは，収穫後にファゼンデイロの牛を
メIjり跡放牧することを条何こにそラドーノレによって耕作されている.一方， トウモロコシ・フェジョン
・パノレマ知1は， ほぼ同じ条件でそラドーノレによって耕作されるが， it季の1:1ニの飼料ーとなるパノレマが成
長するにつれてトウモロコシ・フェジョンは栽培されなくなる.従って，パノレマだけのrliも目立つ現
象である.このような土地が放棄されると，禾本科の雑草が入札牧場のような土地となる.このよ
うな土地が， シチオ・ログラドウロ SitioLogradouroにみられた. もちろん， この放棄地にはマノレ
メレイロやジュレマが入り，次第にカポエイラへ，そしてカーチンガへと遷移する
戸[UI半地や小さなアスーデのそばの恵まれた場所には， 綿花だけが栽培されているところもみられ
る.そのような場所では，河川，アスーデ， J!ITl車井戸にせよ，小さな濯淑施設が設置されている.ま
た， パライパ)1の河床では増水濯慨によりソノレゴーやエレファンテが伝統的に栽培されてきた. ま
た，パノレゼア斜面には，サノレガドデサンフエリックスで、みられたように，河川の7Jくをポンプで揚水し
てトマトやピーマンおよびエレファンテが栽培されているのにたまにぶつかることもある.本稿でみ
た摺n段農業~i ， これを大規模にしたものといえよう.
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第11表 ボケロン榔の地区別土地利用方式
年 度
2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 12 13 14 15 
????????
??
? ??????
?
??
..R Caatinga... . 
i託 Santana 
Mf Mf Caatinga.・ ・・田・ー・..............目・・・.・...........1¥l[f 
Mf A A A Caatinga....................................... .....・・・・ Mf
水 I j也 IVeredaGran吋IvIf MfP P P P Caa叫 a.......... ... . . .... .. . ...1¥l[f 
1可1i巴 iWif.1 Vereda Grandel E.. 
) 1 I rピ iWif. I Boqueirao S .....一 ・一…・ ・・・・..
{fil-.: 
ポJ湯水 ILajes I TT TT A A Banana 
ア|ポ揚水 IAgua Sena I BB BB BB BB Mf Mf Laranja. 
~' I湖水 IA2:凶 Sω I TT TT BB BB CC CC CC Banana ................. TT 
デ|ポ揚水
gua eca 
Tatu TT TT TT 
Serrote T'1 '1T TT 
Santana TT TT w 
(Petroli凶) TT TT 日「
Caatinga 
A A A Capoeira . 
1へr Mf Mf Mf Capoeira . ... 
1鼠Ii司iポJ詰7Jく
)1 1 ~J刊誌 7J(
ポ i~水 w u 
ポ湯水:ポンプ揚水 ( ) ・ボケロン部以外
R:伐;j采 A: *花 p:ノ〈ノレマ Mf:トウモロコシ十フェジョン MfP:トウモロコシ十フェジョン十パノレマ
F.エレファンテ S:ソルゴ- W:スイカ TT:トマト十トマト BB・ピーマン十ピーマン CC:キγベ
ツ 十キャベツ U:ブドウ
アンケート調査・聞き殺り・野外鋭察による.
ボケ lコン地区の懐紙農業は，上流で、は夕、ム建設による水位安定，下流でも放流量の一定化による揚
水施設の設霞という，国家的.1十日立事業によって可能になったものであろう.ボケロン地区の潜説作
物はトマト・ピーマン・パナナに代表される. 濯j段農地は河)1やアスーデに近いほうが有利である
が，水面から 2km以内なら赤褐色のIJB沃な土地が選ばれる. トマトが栽培できれば、どこでもトマトが
優先されるが， トマトは年21ill栽培されるため， 2年目から忌地現象が現れ，農薬や肥料の多投が要
求される.従って， 2"-' 3 年で次の作物および新しい Ij~墾地に移るのが一般的である. トマトの後作
としてはピーマンが一般的であるが，スイカが栽培される場合もある.それらの後作に綿花が栽培さ
れる.綿花の跡地は放棄される場合もあるが，パナナが栽培されることが多い. これは， トマトや綿
花の栽培者が借地農で，バナナi読の栽培を条件に地主から土地をuWりるためである.従って， ファゼ
ンデイロは{可もせずにバナナ閣を掌中にできる結果となる.また， ブト‘ウやマラクジャなどの樹木作
物を栽培する人は，自作自'g;農ということができる
パナナ閣になる場合は，綿花畑にバナナの~l~が定値され，その成長に合わせて綿花， フェジョン，
キャベツ等が立体的に栽培されることになる.カパセイラスとの1¥)境に近いフロレスタのパナナ闘は
蒼としていた.従って，最終的には，ボケロンはパナナの産地になると考えられる.
以上のことから，ポケロンのよ産成農地の土地利用方式は，一般的にトマト→ピーマン→綿花→バナ
ナと推移するといえよう.これに前述の ~I~濃蹴農地を含め，ポケロンの土地利用方式を模式的に示し
たのが第11表である
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これらの農産物は主としてカンピナグランデ， ジョアンペソア， レシーフコ二等のノノレデステ大都ili
の中央卸売市場に出荷される.なかで、もレシーフェ市場においてボケ lコン産のトマトとピーマンの地
位が高い.
また，摺Ii段農業は収穫1寺に多大の労力を安するが，定植，滞j阪，首等にはそれほと多くの労働力
を使わないので， 人口を定着させるほど新たな罷用機会を作ったかどうかという点ではr::J題があろ
F 'J. 
本五;誌は， 63年度文部省科学研究費(海外学術調査) I ブラジノ"~Iと東部における土地利用・水利用の変遷と生
態系の地域的変化JNo. 63041024 (代表西津利栄教授)の一環として行った調査結果のー;切である.部瓶投以
に関するアンウートの日本誌からボルトガノレ詰への翻訳には本学農学研究科の大学院生のレアノレ (Leal，Wal-
ter Soares)氏，アンケート調査にはボケロ'/の農業改良普及所 (EMATER) のアラゴソ (Aragao，Odalicio 
Fonseca)氏およびボケロンの農場主ドゥアルテ (Duarte，Antonio de Souza)氏に御協力[良いた. また， セノレ
ジペ大学のマーラー (Muller，Keith D.)およびパライパ大学のパゼラ (PazeraJr.， Eduardo)氏に一部資料の
提供を受けた.なお，図版の一部は本学の宮虫干1]人氏にお町{¥.，、した.調査に御協力頂いた現地の波場経営者と
ともに厚くお礼qlし上げる.
注・参考文献
1) Superintendencia do Desenvolvimento do Noト
deste， SUDENE (1981) As secas do _Nordeste. 
SUDENE， 17 ~24. 
2) Rachel de Queiroz (1930) : 0 quinze. (広)1和子
訳 (1978年): r皐越」新世界社， 231 p.) 
3) Jose Amaury de Aragao Araujo (1982) : Da1ns in 
the Northeast 01 Brazil. DNOCS， p. 30. 
4) Anthony L. Hall (1978) : Drought and irrigαt10n 
in North-east Brazil. Cambridge University 
Press， p.2. 
5) Stefan H. Robock (1963) : Brαzil' 5 develoPing 
Noγtheasf : a study 01 regionαl Planniηg and 
loreign aid. The Brookings Institution， 213 p. 
6) Araujo前掲 3)，p.30. 
7)山本正三 (1975) ブラジノレ北東部における自然
環境と人間活動，特に土地利用の地域的変化につ
いて. 地理学評論， 48， 6臼16~6臼27 ; 1は山よ幻l同オ本ζ正三.マ
リオ一 . ヒラオオ-カ (1977) : フブ-ラ ジ/レゴ北ヒ耳東Z訂tl札甘
イ一/バ〈リj少州升州‘4十刊|卜H'1/"パξ トス盆j地也にお吋け-る 3つのi農畏業経営類型
についての一考察.地理学評論， 50， 511~529. 
8) Araujo前掲3); Departamento Nacional de Obr・as
Contra as Secas， DNOCS Acudes publicos do 
N01'deste relacao dos reservαtorios construidos ate 
1981. DNOCS. 
9) Fundacao Instituto Brasileiro de Geogra伝a e 
Estatistica， IBGE (1985) Atlas Naciollal do 
Brasil， Regiao _Nordeste. IBGE. 
10) Manuel Correia de Andrade (968) : A tena e 0 
h01ηen no Nordeste. Sao Paulo， 233p. (The land 
and peoPle oJηortheastβyaul， translated by D. 
V. Johnson， University of New Mexico Press， 
249p.); K. E. Webb (1974)・Thechanging・JaceoJ 
Northeast Brazil. Columbia University Press， 
205p. 
11) Sidney Soares (1976) Enciclopeclz'a dos munici-
ρios paraibanos. Correio da Parailコa，p. 131. 
12) Fundacao Instituto Brasileiro de Geografia e 
Estatistica， IBGE (1960) : Enciclopedia dos 1刀Uill二
ci.pios Brasileiros. Vol. 17， IBGE， p.213 
13) Soares前掲11)，p. 131. ; Universidade Federal da 
Paraiba (1985) Atlas geografico do estado da 
Paraibα. Joao Pessoa， 16~19. 
14) Soares前掲11)，p. 132. 
15) Isao Saito and Hiroaki Maruyama (1988) : Some 
types of livestock ranching in Sao Joao do Ca-
riri on the upper ParailコaValley， Northeast 
Brazil. Latin American Studies， 10， 101~120. 
16) Isao Saito， Noritaka Yagasaki， Eduardo Pazera， 
49 
ancl Keith Muller (1986) : Agriculture and land 01 Taμ肌 60(Ser. B)， 66~82. 
lenure in Salgado de Sao Felix along the middle 18) EMBRAPA-EMATER (1984) Programa de 
reaches of the Paraiba River in Northeast Brazil. erradicacao do blωdo do algodoeiro. EMBRPA-
Latin American Studies， 8， 91~124. EMATER. 
17) Isao Saito and Noritaka Yagasaki (1987) : 20nal 19)調査!時点におけるドルとクルザードとの通常の交
patterηs of agricultural land use in the state of 
Paraiba， Northeast Brazil. GeograPhica l Revieω 
換レートは， 1 rノレ=500クノレザード程度で、あっ
た.
Irriga tion Fanning in Boq ueirao 
in the Middle ParailコaValley， Northeast Brazil 
Isao SAITO and Noritaka Y AGASAKI 
Recurrent drought has long characterized the regionality of the semi-arid sertao (back幽
country) of Northeast BraziL It caused hunger， poverty， and even death of many people as 
¥vell as animals during the severe drought， and the region stil remains today as one of the 
most underdeveloped part of the nation. To cope with such drought problems and to pro-
mote economic development， various federal organizations were established， inc1uding the 
Departamento Nacional de Obras Contra as Secas (DNOCS). As one of the development 
strategies against aridit:y and rural poverty， DNOCS has promoted irrigation farming by con“ 
structing acudes (reservoirs) in various localities. While it varries in scale from the small 
αcude irrigation to the large irrigation projects on the Sao Fransisco River， we exam.ined， in 
the present study， the irrigation farming and land use systems in the municipio of Boqueirao， 
Paraiba， based on our field research undertaken in October， 1988. 
Our study area is situated in the eastern edge of the paraiban sertao largely covered with 
caatinga， where the Paraiba River was dammed up by DNOCS in 1956 to create the Acude 
Boqueirao. _Municipio' s economy has depended traditionally 0立 stockfarming and rain culti-
va tion of maize， beans， cotton， and 1うa!?na. Cattle are grazed in caatinga as well as in the 
stubble of crops. Beans， maize and cotton are cropped together for three to four years after 
caaling，αis cleared. Palma and xerophytic plants are increasingly important as fodder for 
cattle during the dry season. 
Although irrigation farming was originally undertaken on the riverbed to grow elefante 
grass， an important cattle feed， itgradually expanded to the inter丑uvialareas by pumping up 
water from river or acude. 1rrigated acreage increased substantially in the late 1970's， when 
tomatoes， bel1 peppers， and bananas became particularly important. 1n 1980 the area under 
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irrigation amounted to some 400 hectares in the munたかioof Boqueirao. The Acuc1e BOCjueirao 
coulc1 provic1e 'ivater for farming al1 the year rounc1， 'ivhile the area to be irrigatec1 expanc1ec1 
spatially. ，^f e were able to identify 26 irrigation farms， among which 15 ivere interviewed in 
detail. 
Irrigatec1 fields， vlithin two kilometers' distance from either the Acude Boqueirao or the 
ParailコaRiver， are mobile and traロsient. They tend to shift from one location to another， 
whi1e crops are typically rotated. After the land is rented， the caatinl;-a cover cleared and 
burned， the五eldprepared， the irrigatiol1 ditch digged， and ivater secured by installing 
electric pumps and vlater pipes， tematoes are generally grmvn for the五rstone to two years. 
The field is then planted in bell peppers and is then rotated to cotton. Such a cotton field 
eventually turns to a banana field before being abandoned and returning to caρocirαand 
caαtinga. Thus the landowner becomes to own a banana farm by simply renting undeveloped 
caatinga land. 
'Nhile such irrigation crops are sold 10ca11y at feirα， or weekly market， most of the to-
matoes and bell peppers are shipped to the wholesale produce market CCEASA) at 1arge cities 
iロParaibaand Pernambuco. They are particularly important at the CEASA in Recife. 
Despite such successful production and marketing of irrigation crops， itis rather doubtful 
that the irrigation farming has fully expanded employment opportunities in BOCjueirao. 
写真1 ボケロンの混作
巾央の列が綿花，両側は収穫終了 したトウモロコ
シ，それに誌を絡ませるフ ェジョン(豆)，根元にノ〈
ルマが栽培されている.
写真2 パライパJ11 t~J畔のソルゴー栽明
ここではポンア ップによる擢甑がなされているが，
河畔地には伝統的に氾濫を活用 し， ソルゴー(牧草)
等が栽培されてきた.
写真3 パラ イパ川斜面のトマ トと スイ カ栽応
遠長のパラ イパ河畔に設置されたポンフ.小厚から延
びた纏甑パイプが，ここまで達し，水が水路から重力
畝間冠水方式で等高級状に濯瓶される.
写真 4 ボケ ロン糊畔のキ ャベツ裁時
ドイツ人経営のこのt足場の湖畔にはキャベツのほか
にピーマンとパナナが栽閉されている.
写真5 ボケロン湖畔のピーマン栽I;.f
小さな木に大きなピーマンがたくさん尖っている.
写真 6 ラジェス地区のトマト畑の潜i慨
ボケロン湖から比高75m，2 km離れたことで， トマ
トが大規模に栽培されている.il ;1.は文住A及川のトマ
ト.
写真 7 綿花畑に植え付けられたノ〈ナナ
トマ トやピーマンの後作に綿花が栽培され，借地民主
はそこにパナナを植え付けて地主に返す. したがっ
て，地主はなにもせずにバナナ闘を常中にできる.
写真8 小穴でのパナナの簡易蒸ら し
このボケ ロン地区の優良パナナ悶で収穫されたパナ
ナは，地元の都市へ出荷するため，アセチレンガスを
h・ 発生させる薬品を使ってこの小穴で床 し，色づけする.
